
令和６年度 地方治水大会担当者会議資料

　

令和６年４月３０日

全国治水期成同盟会連合会



令和６年度 （第１回） 地方治水大会担当者会議

時

　

令和６年４月 ３０日 （火） １３時３０ 分～１４ 時３０分

　

Ｗｅｂ 会議

日

議

　

題

　　

１． 令和６年度地方治水大会のご依頼事項

　　

２， 全水運の出席者等について

　　

３． 機関紙治水への掲載原稿の作成について

　

４． 令和６年度 （第２回） 地方治水大会担当者会議の開催について

　　

５． 令和６年度地方治水大会の助成金について

問い合せ先

　

全国治水期成同盟会連合会
送付先

　　　

専務理事兼事務局長椿本和幸

　

主事斉藤美奈子
電話

　

○ ３２２２一６６６３ ＦＡＸ ０３一３２２２一６６６４

Ｅ－ｍａｉｌ： ｉ１・ｆｏｉｎｆｏ＠ｚｅｎｓｕ・ｒｅｎ．ｏｒｇ
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１．

　

令和６年度地方治水大会のご依頼事項

（１） 出席者の確保について

　

１） 市町村長ご本人への出席要請

　　

・主催県は全員

　

・他県は、 他県の担当者とご相談ください。

　

２） 来賓への出席要請 （国会議員、 県議会議員等）

　　

３） 大会出席人員の確保 （会場に見合った人員の確保・出席人員に見合った会

　　　

場の設 営）

　

４） 国土交通省本省及び地方整備局

　　

国土交通省本省及び地方整備局へ出席要請

　　

直轄河川の同盟会等 （構成市町村長） への出席要請

（２） 大会の運営 （進行時間の厳守）

（３） 意見発表について （発表者、 内容等）

（４） 大会決議について （地方整備局と調整）

（５） 特別講演等の開催について （大会の趣旨・目的を踏まえた演者・演題の設定）

（６） 大会助成金の支払い、 経費の使途について （５． 令和５年度地方治水大会の

　

助成金について参照）

（７） 大会開催の事前案内 （機関紙治水へ掲載、府・県等の広報誌への掲載、 記者発

　

表等）

（８） 大会の報告（機関紙治水へ掲載、 府・県等の広報誌への掲載）

（９） 意見交換会の開催について（出席市町村長と国、 県、 全水連の意見交換）

（１０） 全水連役員出席者について （議事中の役割をお願いしたい。）
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２． 全水連の出席者等について

（１） 原則として会長と全水連職員が出席します。

（２） 全水連は共同主催者として、 会長が出席し、 挨拶をさせていただきます。

（３） 全水連会長挨拶に特に盛り込む事項があれば、 ご教示下さい。

　

（４） 会長の移動手段の確保について

　　

最寄りの駅 （空港） または、 宿泊ホテルからの移動手段の確保を願いします。

　

（５） 意見交換会には、 全水連会長及び県内の全水連役員出席者も招待して下さ

　　

し、
。

３． 機関紙治水への掲載原稿の作成について

　

（●１）

　

開催案内の原稿の作成について （資 料

　

１参照）

　　

原稿の作成は、 ９月号に掲載のため、 ８月 末日までに提出をお願いします。

　　

なお、 原稿については、 以下要領により作を成願して下さい。

　　

作成要領

　　

１） 文字 数２， ０００ から３， ０００字程度とします。

　　

２） 開催日時、 会場、 は必ず記載して下さい。

　　

３） 府・県の紹介、 近年の災害等、事業実施状況及びその効果等を記載して下

　　　

さ い。

　　

４） 大会会場付近の紹介、 スローガン等を記載して下さい。

　　

５） 上記に関連する写真 （県の景勝地も可） を掲載して下さい。

（２） 開催概要の原稿の作成について （資 料

　

２参照）

　

各地方大会終了後、 速やかに以下要領により、 作成し提出して下さい。

　

１） 本省及び地方整備局からの概要 説明については、 写真と紹介のみとして
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下さ い。

２） 特別講演は、 講演演題及び写真と紹介のみとして下さ。

３） 意見発表は、 写真及び紹介と、 ３０文字程度の発表内容として下さい。

４） 決議については全文を掲載して下さい。

５） 次期開催県の挨拶は、 写真と紹介のみとして下さい。

令和６年度 （第２回） 地方治水大会担当者会議の開催について

日

　　

時

　　

令和６年８月 下旬を予定

場

　　

所

　　

未 定

議

　　

題 国土交通省からの連絡事項等

４

地方治水大会における決議について

地方治水大会実施内容 （議事次第等） （案）

その他

　

各地方大会の実施内容等を議題とします。府県担当者からご説明（工夫・特色等）

をお願します。

＊決議については、国土交通省からの指示を踏まえ地方整備局と調整してください。

＊議事次第については、 議事次第案及び大会当日の意見交換会等開催の有無等を

８月 １５日までに、 Ｅメールにて報告して下さい。 （資 料 ３参照）

５． 令和６年度地方治水大会の助成金について

令和６年度地方治水大会助成金の請求期限は原則６月末日とします。

請求書が全てそろい次第送金しますので、 期限は厳守願います。



金額は、 １００万円を限度とし、 請求書の様式は特に定めていませんので他の団

体に対する請求書の様式で結構です。 （資 料

　

４参照）

請求の宛先は、 全国治水期成同盟会連合会会長 脇

　

雅史、 請求者は、 地方治水

大会代表者並びに振込先を記入し、 ７月１日付けの請求として下さい。

使用制限については規定していませんが、 大会にかかる経費であることを考慮し

て 下さい。

　

なお、 期日前に振り込みを希望される府・県は、 個別に相談して下さい。
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１資料 ２１

令和５年度 近畿地方治水大会
と

　

き：令和５年１０月１７日 （火）

ところ：ホテルグランヴィア和歌山

一
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ｒ

香川大学

　

創造工学部

　

准教授

　　

竹之内

　

健介

とされるのか※ 「なぜ今、「避難スイッチ」′

一水文気象情報を通じた住

して、御講演をし

」 と題

令和５年度

　

近畿地方治水大会

　

次第

第１部 特別講演

　　　

「なぜ今、「避難スイッチ」 が必要とされるのか

－水文気象情報を通じた住民の意識変革－」

　　

香川大学 創造工学部

　

准教授

第２部 治水大会

開

　

会

主催者挨拶

来賓紹介

祝電披露

大会座長推挙

意見発表

■特別講演

大会決議

次回開催府決定

閉

　

会

和歌山県副知事

全国治水期成同盟会連合会会長

和歌山県河川協会会長

参議院議員

国土交通省近畿地方整備局長

和歌山県議会建設委員会委員長

和歌山県海南市長

和歌山県九度山町長

京都府宇治市長

国土交通省水管理・国土保全局治水課

和歌山県和歌山市長

京都府建設交通部

竹之内

　

健介

下

　　　　

宏

脇

　　　

雅 史

日裏

　　

勝 己

鶴 保

　　

庸介

見坂

　　

茂範

玄素

　　

彰人

神出

　　

政巳

岡 本

　　　

章

松村

　　

淳子

堤防構造分析官

　　　　　

新宅 幸夫

理事

尾花

　　

正啓

小長井

　

彰祐
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一主催者挨拶

和歌山県副知事

下

　　

宏

　

御紹介にあずかりました和歌山県副知事の下でご

ざいます。 令和５年度近畿地方治水大会の開催にあ

たりまして、御挨拶を申し上げます。

　

本日は近畿２府６県から治水行政に携わっておら

れる多数の皆様をお迎えし、 ここ和歌山の地におい

て、本大会を開催できますことに、感謝申し上げます

とともに、皆様の御来県を心から歓迎申し上げます。

　

また、 国会議員をはじめとする御来賓の皆様にお

かれましては、御多用の中、御臨席を賜りまして、心

より御礼を申し上げます。 ありがとうございます。

　

さて、近年の我が国は、気候変動等の影響により全

国各地で毎年のように豪雨による被害が発生してお

ります。本県で平成２３年９月に発生した「紀伊半島

大水害」においては、台風第１２号の影響により紀伊

半島の各地で総雨量１， ０００ミリを超える記録的

な大雨となり、５６名の尊い命が失われました。また、

本年６月の梅雨前線及び台風第２号の影響による豪

雨で、２名の尊い命が失われ、依然１名が行方不明と

なっております。これらの豪雨では、県内の多くの河

川で溢水・越水が発生し、多数の家屋が浸水するなど

甚大な被害に見舞われました。

　

本県では、 豪雨などによる浸水被害の軽減を図る

ため、 河川整備に関する予算を安定的に確保すると

ともに、河川管理者によるハード対策、並びにダムの

事前放流など、 流域のあらゆる関係の皆様との協働

や地域住民への情報提供といったソフト対策が一体

となった「流域治水」を進めているところでございま

す。

　

治水事業は住民の生活の安全・安心を守る最も根

幹的な事業であり、 長期にわたって暮らしや地域経

済の活性化に寄与する事業でございます。

　

各府県におかれましては、本日の大会を契機とし、

決意新たに今後の治水事業の一層の推進に努めてい

ただきたいと存じます。

結びに、本大会の開催に当たり、御協力をいただき

ました関係者の皆様に感謝申し上げますとともに、

本日御臨席の皆様の、今後ますますの御健勝、御活躍

を心より御祈念申し上げ、 開会にあたっての挨拶と

させていただきます。 本日は誠にありがとうござい

ます。

全国治水期成同盟会

連合会会長

脇

　　

雅史

一言、御挨拶を申し上げます。

本日、 近畿地方治水大会を開催いたしましたとこ

ろ、皆様には多数ご参集いただき、誠にありがとうご

ざいます。このように盛大に大会が挙行できますこ

とは大変意義深く、皆様の御支援、御協力に対して、

心より感謝を申し上げます。

　

御承知の通り、近年気候変動の影響により、全国各

地で豪雨災害が激甚化・頻発化しており、近畿地方に

おいても、５月３１日から６月３日にかけて、台風第

２号及びそれに伴う梅雨前線の活発化による豪雨、

また８月の台風第７号による豪雨により河川の氾濫、

土砂災害が発生いたしました。 とりわけ和歌山県に

おいては、 台風第２号及びそれに伴う梅雨前線の活

発化により線状降水帯が発生し、 ２ヶ所の雨量観測

所において、 ２４時間降水量が観測史上を上回るな

どの大雨となり２名の尊い命が失われ、 依然１名の

方が行方不明となっております。改めまして、本年の

豪雨災害等により、 お亡くなりになられた方々に対

して、謹んで哀悼の意を表しますとともに、被害に遭

われた方々に、 心より御見舞い申し上げます。

このような豪雨災害から、 国民の命と暮らしを守る

ためには治水対策の抜本的強化が急務でありますが、

国土交通省をはじめとした政府におかれましては、

令和２年１２月に閣議決定された、「防災・減災、国

土強靭化のための５か年加速化対策」 により河道掘

削及び築堤、 並びにダムの建設および再生等の整備

を強力に推進していただいており、 着実にその効果

を発揮しております。また、これらの河川管理者主体
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による治水対策に加え、 集水域から氾濫域にわたる

流域のあらゆる関係者の協働により取り組む 「流域

治水」の取り組みを加速化、深化させ、国土強靭化を

着実に推進することが喫緊の課題であります。 さら

に、 治水事業の現場を担う地方整備局等の計画的な

組織及び定員の拡充、 並びにＴＥ Ｃ － ＦＯ Ｒ Ｃ Ｅ の

体制機能の充実及び強化を図る必要もあります。

本年６月には改正国土強朝化基本法が成立し、 ５

か年加速化対策後の中期計画が法定化されることと

なりました。全水連といたしましては、５か年加速化

対策後も中長期的かつ明確な見通しのもと、 必要な

予算財源が継続的かつ安定的に確保され、 国土強靭

化が着実に推進されるよう、 全国７地方で開催する

治水大会を通じ、 全国の治水関係者の皆様の意見を

集約して参ります。そして、１１月９日に治水事業促

進全国大会を東京で開催し、 皆様の総意を国会並び

に政府に要請することとしております。

　

今後とも、 御参集の皆様の御協力をいただき、 治

水・利水事業促進運動を強力に展開していく所存で

ありますので、引き続きの御支援、御協力をお願いい

たします。

　

結びに、近畿地方治水大会を開催するにあたり、格

別の御高配を賜りました和歌山県をはじめ、 関係の

皆様に御礼を申し上げますとともに、 本日ご参集の

皆様の御健勝と御活躍を祈念いたしまして、 挨拶と

いたします。

　

令和５年１０月１７日

　　　

全国治水期成同盟連合会

　

会長

　　

脇

　

雅史

　

ありがとうございました。

日裏

　

勝己

　

ただいま御紹介いただきました和歌山県河川協会

会長を務めます、 印南町長の日裏でございます。

　

一言、御挨拶させていただきます。

　

本日は、御多忙のところ多〈の御来賓の皆様、県内

外の治水関係機関の方々など、 多くの皆様に御参加

いただき、厚〈御礼を申し上げます。また、近畿２府

６県の皆様方には、 日頃から治水事業の推進などに

より、 近畿全体の発展のために多大な御尽力をいた

だいておりますことに対し、 感謝を申し上げます。

　

さて、近年、気候変動の影響により、全国各地で豪

雨等による水害が激甚化・頻発化しており、多くの尊

い命や貴重な財産が失われております。 和歌山県に

おきましても、平成２３年台風第１２号による「紀伊

半島大水害」 により、 多くの被害が発生しました。

わがまち印南町の切目川流域でも多くの浸水被害

を受けましたが、 平成２７年３月に切目川ダムが完

成したことにより、治水や利水の安全度が向上し、流

域住民の安全安心な生活につながり大変喜んでいる

ところであります。

　

また、 本年６月の梅雨前線及び台風第２号による

豪雨では、２名の尊い命が失われ、依然１名が行方不

明となっております。さらに、真国川や日方川など県

内の多くの河川で越水や溢水が発生し、 多数の家屋

が浸水し、 甚大な被害が発生しました。

　

治水事業は、 このような水害から住民を守る上で

最も重要であり、 河川改修やダム整備等のハード面

の整備を着実に進めていく必要があります。 このよ

うな中、 近畿各府県におきまして治水事業に携わる

皆様が一堂に会し、治水事業に関する意見発表・決議

がなされることは、誠に意義深いことと存じます。

　

皆様方におかれましては、 この大会を契機といた

しまして、近畿の治水事業がより一層推進され、住民

の皆様が安心して暮らすことができる社会づくりの

ため、御尽力賜りますようお願い申し上げます。

　

終わりに、 本日御参加の皆様方の今後の御健勝と

御活躍を、心よりお祈り申し上げ、御挨拶とさせてい

ただきます。

　

本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。

■来賓祝辞
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御紹介を賜りました参議院議員の鶴保庸介、 和歌

山県選出でございます。

ようこそ近畿地方治水大会にお越しをいただきま

した。

今日挨拶をされた、 脇会長は参議院の同期でござ

いまして、 久しぶりにお目にかかることができまし

た。脇会長は治水、河川のオーソリティーであります。

脇会長が現役の国会議員の時に治水の話をさせてい

ただく中で、これだけ災害が頻発してしまうと、抜本

的な改修をやるには相当な体力、 具体的には予算が

必要になります。これを今の仕組みの中で、５年おき

の緊急対策としてやっていくだけで本当に間に合う

のかというのは、 国民の多くが感じているところで

はないかと思います。

　

今日は近畿の方々がこうしてお集まりいただいて

おります。 河道掘削であるとか河川の改修であると

か、 そういったものの予算を確実に確保できるよう

な、 私は河川特定財源みたいなものができたらいい

なと思いますが、そういう制度を何とか考えて、我々

の安心安全を確実にものにしていかなければいけな

いのではというふうに思います。

　

今のままの制度であると、 どうしても予算をつけ

るときに、経済効果がどうという話になって、私の記

憶が正しければ、恐らくは人口の多い荒川、利根川の

界隈の河川改修工事が優先されるんじゃないかと思

います。

　

そういう状況で本当に私たちの生活を守れてます

よと、胸を張っていえるかどうかについては、それぞ

れの立場で考えていただければわかることかと思い

ます。ぜひそんな思いをもって、この大会が大いな意

義をもって成功裏に終わることを心から期待をして

おります。

　

本日は本当におめでとうございます。 また頑張り

ましょう。
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毎ご５ 欝 嚢備局長

国土交通省近畿地方整備局長の見坂でございます。

本日出席の皆様方には、 平素より国土交通行政の

推進、 とりわけ近畿地方における治水対策の推進に

おきまして、多大なる御支援、御尽力を賜ってますこ

とを、この場をお借りしまして、厚く御礼を申し上げ

ます。 ありがとうございます。

　

本日ですね、 令和５年度近畿地方治水大会の開催

にあたりまして、 一言御挨拶の方を申し上げたいと

思います。

　

令和５年度近畿地方治水大会の御盛会を心よりお

喜び申し上げます。

　

近年は毎年のように大規模な災害が全国各地で相

次いで発生しております。

　

ここ、 近畿地方におきましても先ほどから話があ

りましたとおり、６月には台風第２号、そして８月に

は台風第７号、 台風第７号は近畿地方でお盆の間に

縦断をしまして、 私ども非常にヒヤヒヤいたしまし

た。 そしてこの６月の台風第２号は大和川と紀の川

の周辺で記録的な豪雨となりまして、 近畿地方の府

県管理の河川のうち、 氾濫危険水位を超過した河川

数は、ここ和歌山県が最も多くて、１２の河川で氾濫

危険水位の超過をいたしました。

　

最近はこのほかにも全国各地で記録的短時間大雨

情報がたびたび発令されるなど、 気候変動の影響に

よる災害の激甚化・頻発化が現実のものとなりまし

て、 治水対策の推進は先ほど鶴保先生のお話もござ

いましたけど本当に待ったなしの状況だというふう

に感じております。

　

水害の激甚化・頻発化に対応するため、河川改修や

ダム等の整備といったハード整備をやっております

けれども、これに加えまして、内水対策や雨水貯留施

設の整備など水が出るのにタイムラグを与えるため

の流出抑制も、しっかりとやっていく必要があり、い

わゆる「流域治水の深化」をしっかりやっていかなく

てはと感じてるところでございます。

　

国土交通省といたしましては、 気候変動による水

災害の激甚化・頻発化を踏まえまして 「防災・減

災、 国土強靭化のための５か年加速化対策」、 これ

を活用いたしまして 「事前防災対策」、「流域治水」

を計画的に実施しているところでございます。

　

今後とも国民の生命と財産を守るため、「事前防
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災対策」、「流域治水」 を拡充・加速化し、 地域の安

全安心の確保のためには、 やはり予算が必要となり

ます。５か年加速化対策の早期の執行並びに５か年

加速化対策後においても、 命を守るための予算の継

続的な確保が重要となってまいります。 近畿地方に

治水の予算が回ってこない、投資がされない、その

ために近畿地方の安全安心確保が遅れてしまったと

いうことにならないように、危機感を持って、近畿

の実情を皆様方からもしかるべきところに訴えてい

く必要があるというふうに感じてるところでござい

ます。 来月１１月９日には治水事業促進全国大会が

東京でございます。そのような場を通じまして、た

び重なる水害を経験してきているこの近畿地方の声

を、 市町村長の皆様方ご自身の声で、 その切実な思

いを届けていただきますよう、切にお願いを申し上

げます。

　

最後にこの治水大会を御準備いただきました皆様

方に感謝するとともに、 本日御参加いただいた皆様

の今後の御活躍を祈念いたしまして、 お祝いの言葉

とさせていただきます。

　

本日は誠におめでとうございます。

和歌山県議会

建設委員会委員長

玄素

　

彰人

　

ただいまご紹介いただきました県議会議員の玄素

と申します。私の方から一言御挨拶申し上げたいと

思います。

　

まずは本日、 近畿地方治水大会が関係者の皆様御

出席のもと、 開催されましたことお喜び申し上げた

いと思います。また、普段はそれぞれの皆様の立場

で、 治水行政のために、 お力添えをいただいており

ますことを感謝お礼申し上げます。今日は和歌山以

外からも多くお見えになられていると伺っておりま

す。ようこそ和歌山においでくださいました。歓迎

申し上げたいと思います。

　

さて、 先ほど来、副知事からも近畿地方整備局長

からもお話がありましたが、 今年の６月の台風によ

り、和歌山県でも線状降水帯が発生をいたしまし

た。

私もこんな仕事しておりますから、 護岸が崩れた

ということで、 現場へ行かさせていただいきまし

た。 ６月２日といえばまだ梅雨の時期ですので、 応

急復１日をしたいということになりました。 人が住ん

でいるとか、交通量が多いところの護岸が崩れた

ら、応急復旧の費用は災害の対象になりますが、 田

んぼだけだったら応急復旧の費用は災害の対象にな

らないという話でありました。和歌山県って結構そ

ういうところが多くあり、そういったところは今後

の課題として、 柔軟に運用していただけたらと感じ

ています。

　

皆様も御承知のように、 災害の費用は、 ほとんど

その予算を国に依拠しており、 ３分の２は国で面倒

見ていただき、 そして３分の１は和歌山県で出して

おります。 さらに、 その３分の１は災害復１日事業債

が１０割充当され、 交付税で９５％戻ってきますの

で、 ほとんど国の事業と言っても過言ではありませ

ん。ただやっぱり護岸が崩れ、それから設計をし、

災害査定を受けて、 公告を出して、それから事業に

かかる。普段の仕事をしながら、 そういった作業を

するわけでありますから、６月の災害であっても今

の時点でその作業にかかれていないというところも

あるのが、現実と思います。

　

そういったことも今後の課題として何とかしてい

ただきたいなと感じておりますが、 今年、特に和歌

山県において、 被害が大きかった１市２町に関して

は、 国の査定官の方に事前に来ていただいて、 いろ

いろアドバイスを伺ったと聞いております。

関係者の皆様にはそのことに関しては、本当にあり

がたいなと感謝を申し上げるところであります。

　

皆様ご承知のように、 大体護岸というのは２０年

の確率、 ３０年の確率の雨に耐えられるように作っ

ているというふうに理解をしておりますが、 これか

らはもう少しその確率を上げていただかないと駄目

なのかなと思います。また、 皆さんも御承知の淡藻

事業をやっていったり、 ソフト事業でカバーをして

いったりする取組が、 これからはもっと重要になっ

てくると思います。

　

本日お集まりの関係者の皆様には、引き続きこのの
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治水対策の発展のために御尽力賜りますよう御期待

をお願い申し上げると同時に、 今日は、後ほど、意

見発表もあるというふうに聞いております。 本会が

有意義なものになりますことを御祈念申し上げまし

て、 御挨拶に代えさせていただきます。

本日は誠におめでとうございます。
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■意見発表

■大会決議

和歌山県海南市長

神出

　

政巳

※「６月２日～３日の豪雨災害～防災・減災の取組

～」 と題して、 意見発表をいただきました。 ※以下の大会決議案を読み上げて提案し、 原案のと

　

おり承認されました。

和歌山県九度山町長

岡本

　

章

※ 「一級河川

　

紀の川

　

流域治水対策に向けて」と

題して、意見発表をいただきました。

※ 「宇治市における治水対策について」と題して、

意見発表をいただきました。

■治水事業概要説明

国土交通省

水管理・国土保全局治水課

堤防構造分析官

新宅

　

幸夫

※ 「最近の治水行政に関する話題提供」と題して、

御説明をいただきました。

治水事業は、 洪水等による災害から国民の生命と

財産を守るという国土強靭化の最も根幹的な事業で

あるとともに、 国民生活において安全・安心を実現

するための最重要事業であり、着実に推進すること

が極めて重要である。

　

近年、地球温暖化に伴う気候変動の影響等から集

中豪雨が頻発し、 激甚な災害が全国各地で発生して

いる。 特に、 平成２３年の紀伊半島大水害では和歌

山県・奈良県・三重県にわたり未曾有の災害とな

り、 平成３０年７月豪雨や令和２年７月豪雨でも広

い範囲で大雨となり各地に甚大な被害をもたらし大

きな爪痕を残した。

　

近畿地方では、本年６月の台風第２号や８月の台

風第７号の影響により、 非常に激しい雨を記録し、

各地で甚大な被害が発生した。特に６月の台風第２

号では、和歌山県において、 ２名の尊い命が失わ

れ、 依然「名が行方不明であり、 二級河川日方川を

はじめ多〈の河川で溢水、越水が発生し、 多数の家

屋が浸水するなど、 甚大な被害となった。 一方、 こ

れまでの３か年緊急対策や５か年加速化対策などを

含めた国土強靭化予算などを活用して実施してきた

河川改修及び樹木伐採・堆積土砂撤去やダムの洪水

調節、また令和２年度に創設された緊急凌深推進事

業債の活用による樹木伐採・堆積土砂撤去などの効

果が、今回の大雨においても多くの河川で発揮さ

れ、その被害防止や軽減の効果は顕著である。

　

これらの実績から、事前防災対策は、被害を大き

く軽減でき、 人命を守ることにつながるなど、 社会

経済活動への影響を軽減できることから、 これまで

長年にわたり推進されてきた治水事業が果たしてい
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る役割、効果をみれば、事前投資の有効性は明らか

であり、継続的かつ着実に事前防災対策の推進に取

り組むべきである。

また、 近年の気候変動による水災害の激甚化・頻

発化を踏まえ、 更なる治水対策の強化が急務であ

り、 あらゆる関係者が協働して流域全体で行う流域

治水対策を深化させ、ハード対策とソフト対策によ

る総合的かつ多層的な対策を実施することが重要で

ある。そのため、事前防災対策として河川やダムの

一層の整備を強力に進めるとともに、 河川管理施設

の機能を最大限に発揮できるよう、 長寿命化計画に

基づく適切な老朽化対策が不可欠である。

特に近畿地方では、今後３０年以内に７０％～８

０％の確率で発生する恐れがある南海トラフを震源

とする巨大地震に対して、 各自治体は人命を最優先

とした減災対策に積極的に取り組んでいるが、この

地震に伴って大津波の発生が確実視され、 また、日

本海での津波発生の可能性も指摘されていることか

ら、 堤防の整備・嵩上げも含めた強化など、 必要な

対策を緊急かつ重点的に進めることが不可欠であ

る。

一方で、 河川や水辺は、 地域住民の生活に深く関

わっていることから、 地域の特性に配慮し、歴史、

風土等に根ざした魅力ある水辺空間の創出と豊かな

河川環境の形成に資する河川整備を計画し、 かつ着

実に進めていく必要がある。

よって我々は、 ここに近畿地方治水大会を開催

し、 その総意に基づき、次の事項の実現について、

国会ならびに政府に対し強く要望する。

－

　

気候変動等により、 激甚化・頻発化する豪雨に

備えるために、物価高騰の影響も踏まえ本年度の５

か年加速化対策については、例年以上の予算規模を

確保し、「事前防災対策」としての河川やダム等の

整備を強力に進めるとともに、 流域のあらゆる関係

者の参画と協働のもと、特定都市河川の指定拡大及

び特定都市河川流域における雨水貯留機能の強化や

水災害リスクを踏まえたまちづくり・住まいづくり

を推進するための予算・税制等の新たな支援制度の

創設等流域全体で行う 「流域治水」 の推進に向けた

施策を積極的に推進すること。

一

　

切迫する南海トラフを震源とする地震等に備

え、河川・海岸堤防等の耐震・液状化対策を進める

とともに、 施設の計画規模を超える津波への被害軽

減への取組や水門等の整備及び自動化・遠隔操作化

など、 地震・津波浸水対策を着実に推進すること。

一

　

令和元年度に創設された大規模特定河川事業等

の個別補助事業の予算の別枠確保に加え、 大規模で

抜本的な事業について、 新たな個別補助制度を創設

するなど、 個別補助事業の強化・充実を図ること。

　

これまで整備してきた河川管理施設の機能を最

大限発揮できるよう、長寿命化計画等に基づく予防

保全の実施や、 堤防等の定期点検及び点検結果を踏

まえた戦略的な維持管理、 河川管理施設の老朽化対

策や大規模更新等を支援し、継続的に施設機能を確

保する取組を推進すること。また、 流域ビジネスイ

ンテリジェンス （ＢＩ） による防災・減災ＤＸの推

進として水門等の自動化・遠隔操作化とともに、 Ａ

１やドローンなど新技術の開発・導入の推進や技術

者の育成などにより、維持管理の効率化を推進する

こと。

一

　

被害の軽減には、 ハード対策だけでなく、 国、

府県、市町村等の防災関係機関が連携して、 災害時

にとるべき行動を時系列で定めたタイムラインを作

成するなど、 円滑な避難につながるソフト対策の推

進が必要なことから、 浸水想定区域図・ハザードマ

ップの空白地解消、 ＡＩ等のデジタル技術を活用し

た洪水予測、 ダム運用の高度化等により災害リスク

コミュニケーションを推進し、 総合的な防災・減災

対策をより一層、 充実・加速化させること。

一

　

地方が地震対策や老朽化対策、 流下能力確保を

自主的かつ円滑に進められるよう、 緊急防災・減災

事業債、緊急自然災害防止対策事業債、緊急燐煤推

進事業債の延長等、起債制度の拡充を図ること。 ま

た、５か年加速化対策後も、安定的に対策を進める
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ため、 改正国土強靭化基本法に基づく国土強朝化実

施中期計画を速やかに策定し、 必要・十分な事業規

模を確保すること。

一

　

河川や水辺が持つ多様な機能や地域の特性に配

慮し、歴史、風土等に根ざした魅力ある水辺空間の

創出と豊かな河川環境の形成に資する河川整備を推

進すること。また、 ダムや砂防堰堤における水力発

電、 河道内の伐採樹木等を活用したバイオマス発

電、公共事業等における資機材運搬への河川舟運の

活用等によるカーボンニュートラルにむけた取組を

推進すること。

　

これまでに経験したことのないような災害に備

え、国土交通省の地方整備局及び事務所などの出先

機関とあわせて国の研究機関やＴＥＣ一ＦＯＲＣＥ

の体制の充実、機能強化を図るとともに、 国、府

県・市町村間で密接な情報共有を行い、 被災後の早

期復旧・復興など災害対応を強力に実施できるよ

う、 連携・協力体制の強化・充実を図ること。

以上、 決議する。

令和５年１０月１７日

近畿地方治水大会

■次回開催府決定

デ
京都府建設交通部

ご ．
’

／． －

　

理事
月，＼ 孝三、

　　　

…

　

小長井

　

彰祐

　　

．・Ｊ

　　

′

　

ぐ…

※次回開催府の京都府より御挨拶をいただきまし

た。
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